
 
＜ブランド１１０番・手続きの流れ＞  

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

                     

     (受理)  （裁定手続開始） 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

ブランド品の真贋に係る不安・

懸念等に由来するトラブル  

相談者（ADR で解決希望者）に

裁定手続の概要説明 

「申立書」の提出  
（対象商品等資料添付）  

審査（要件に該当するか等）

相手方への連絡・説明  
裁定手続開始への合意打診 

必要に応じ、当事者それぞれ

から主張等ヒヤリング 

和解内容等を含む手続終了 

通知書発行・裁定手続終了 

裁定手続終了

手続実施者選任 

手続実施者の氏名通知 

第１回期日通知  

必要に応じ、第２回期日・  
第３回期日実施 

不受理

相手方の応諾書受理  不応諾

和解の見込が無い

場合 

和解不成立  
手続終了通知書発行

いずれかが裁定手

続終了を希望 

対象商品の調査・データ収集  

第 2 条・第 3 条 

第 21 条(1)（2） 

第 23 条 

第 24 条 

第 26 条 

候補者：19 条 

選任の方法：第 28 条

裁定手続は開始せず

第１回手続期日  

第 34 条～第 38 条 

話合いによる

合意 

双方同意

手続開始前の説明：第 26 条

第 41 条・42 条 第 40 条

申立て費用：第 47 条：原則、現金納付 

手続実施者が  
和解案提示 

いずれかが不同意

第 39 条


